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位 相 差 綴 徴 鏡 に よ る 結 核 菌 の 観 察

(第3報)結核菌発育様式の分界並びに発育途上に

於 け る各種形態 の時間的 出現率

横 山 修 造

桑に我 々の研究所の鳶盤は 2,3の抗酸性菌を位相差鮮徴銀下に親祭 し,同一生菌棟本に裁て縫過を追ってその凝

育猿式を明らかL/T.した o

今回我 々はその中,人塑鮮核常の発育株式を分赦 し,発育途上l/{於げろ各種形態の時間的出現率を同じく位相差蔽

後鋲下に親祭 したので,その大要を朝儲するO

貴 報 方 法 :7本の滅菌遠沈管に,夫々予め速心沈澱して衆蕗を沈下せしめた幼弱にして発育旺盛な人型結核菌

Frankfurt株の蘭浮併液 1滴と Kirchner堵重液 1ccとを入れ,37oCの僻卵器中で鹿重 し,これを一組として培養

後12時間臼,24時間目,48時間臼と順次 1回1本宛, 以後毎日1本宛取出して,位相差細微鏡下で菌の発育枚式を

親祭 した｡標本の作製tJ{当っては,管底の菌群を挽辞しつ ゝ白金耳で取上伊,デッキグラス上に薄 く塗布 し,その表

LbAが多少漁潤している程度むて乾燥せしめ,オブェクーダラスとデッキゲラ.スとの間に極めて碗い空隙を置いて蘭の鶴

境を容易ならしめた (我々の宅露丘陵では両グラスの間に液体を入れるよりも空気暦を置 く方がコン トラス tの関係か ら

蘭の親祭が容易である)o 又蘭の親祭は当っては,偶 々の株本篠に可及的多数の菌かて就て鶴蒸し,3個以上の菌の集

りを便宜上甫家路と肴倣して取扱った｡

責 由 成 捷

1)発育株式の分類 :菌の発育株式は常盤の肇菅に略々一致 しているが,発育漁上L/T-･於gる緒核菌の東宮枚式を倣

宜上以下の枚は分妻観し,常体の一端に光輝性の三択粒が出現 し,こrれから稗 々暗い感 じの幼弱菌が現れて凍る形式のも

のを算Ⅰ軌 菌の内部(/{も1-数個の光輝性琉粒を形成し,この騎粒から発芽する形串のものを参上型,%/J､又は藤
牧の異型菌と思われるものを第{型,その他のものを欝Ⅳ型として,これ等4型の培登竜透過中に於ける出現率を比較

すると,界Ⅰ型が大卒を占める象合が最も多い0

2)各種形態の時間的出現率 :附匹削ま光輝性蚊粒を有する畢個蘭 (以下軒牡膏と略鶏)と額粒を認めぬ畢個甫 (以

下JL個鶴と略輔)と前述の枚な蘭家路との時間的出現率を描いた曲線である｡

帽価 ,給核常各種形態の時間的出現率

培養直後t/1L於ては翠個菌が70%を占め'戟殺菌は25%近くに認められろ｡常凍蕗も秘めて少数に認められるが'こ

れは用いた蘭浮湛液が完全t/,i.畢個常の桝 て分けられていなかった馬であるO堵華24時間白では卑僻蘭は減少し,頼粒

常が増加 して約-#･の数を凌駕する0 48時間Elでは額粒常が圧倒的に増加 して全体の約80%を占め,釆港も増加し,発
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青が盛に行われてい る事が認 らめれるO これに尿.し,畢個常は合体の7%位こて減少するo 黙粒常の数は48時間Fl

～72時間 目の間で頂点に達 し,時には90%を越える守二もあるが,その後は漸次減少 し始め,これ(て反 し末路は増加の

一一億 を辿 り,培養後6,7日Elでは全体の54%内外を占め,個々の常数からすると,絶対多数を占めるに至るO釆洛 中

にも光輝性照粒を有Tる常が多数に恵められるが,その数を算定する事は困難である0-万畢個蘭は若干埠加 して寒

るが'これは弟青を終えた元の常が光輝性顕粒を失い遊離 して凍るか らであろう.

以上要するに発育の哀好な人塑締核常 Frankiurt株では,発芽性を有する光輝性顕粒が培養開始後数時間目か ら,LIP.

現 し,その数は48-72時間後L/T.最大限に増加 し,次いで減少 し,舜青の根元をなすかの環!/{認められ,光輝性頼米を

持たぬ畢個常l/{よって措かれる曲線は光輝性質粒を有する革個常:/{よって購かれる天れと相交 3̂tL,蘭乗務によって

描かれる曲線は培養後48時間FI頃から上昇 し始め,爾後上昇の一途を辿るのである｡

又以上の語族件の下では前述の桂に発育株式界Ⅰ 型を示すものが大多数を占めるが,算I乃乗算lV型のrflにも各種

の株相があ り,発育株式に就ては今回の実験のみで1.1･急に帯諭を下す草は粗野で,増蕃燦件の如何によって多種 多株

であろうと推桑されるO.

今後我々は種 々の化学療法剤を作用せしめた場合L/TL以上の諮曲線に如何なる悲壮を生ずるかを観察 し'今rr11J我 々が

石っ た実験舟鋲を北学療法剤の効果列r/ii'法の-一つとして磨用 し得る枚t/{完成せ しめたい と思 うD

【京都大学理学部有堆化学教室 (豊作 教授 野津龍三郎)と京都

J 大学結核研究所第4部との共同研究】

結 接 の 化 学 療 法 の 研 究 (第 5報)

Hydroguinonemonoaikyletherの合成並に結核菌に対する抗菌作用
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前部迄に於ては 言1 型の牝食物に戯きR及びXの査他L/{よる抗常力の滑長を調べて爽たが'続いてパラ型

の牝令物L,{就き検討する創 て,-一連の けydroquinonemonoatkyletherを倉成し, その節核常に対する抗簡カを槍討 し

たo

令成法 ･.1くOH一UH3･e6H4SO3R

HO-く≡ y oNa†
→H0-4≡ y oR

令成した葬剤と夫 々の物坤恒数は表の如 くであるo

Hy｡roquinonemonoalkyletherの物鯛 数 :HO-く≡ 〉-oR


